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創立 40 周年記念事業・新型コロナウイルス対策特別事業 
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  実施日時  2020 年 5 月 13 日（水） 10：00～16：30 

  実施場所  交野市役所 別館前 

  受付人数  60 人  4 位/11 カ所 

  採血人数  54 人 1 位/11 か所 

 

 

 

  

  

 

 

 

 



1. 総評 

 

 2020 年 5 月 13 日（水）に、交野市役所別館前に献血バスを呼び、献血事業を実施した。本事業の特徴

は、新型コロナウイルスへの感染リスクを下げるため、①自家用車や自転車で来やすい会場設定、②事前予

約制による人数調整、③献血バスの採血席を 4 席→2 席で運用、④バックヤードを広く取って受付・検診待

ちや休憩時に密集しないこと、等を行い、3 密対策を徹底した。 

 

 結果から見て、今回の献血事業は大成功だったと言える。同日大阪府下では全部で 11 カ所で献血バスに

よる献血事業が行われていたが、受付人数では 4 位、採血人数では 1 位（同率）という結果だった。 

 

 

 

 またこの結果は 2018 年以降に交野市役所別館前で献血バスによる献血事業を行った中でも断トツの 1 位

だった。 

 

採血年月日 2020.05.13

採血センター 36　大阪

採血施設分類 献血バス

受付 400ｍL 不採血

大阪紅2号 阪急高槻市駅西側ミング入り口前 61 47 14

大阪紅3号 大津神社前 62 51 11

大阪紅5号 コーナン西九条春日出天 54 47 7

大阪紅7号 京橋駅前 34 27 7

大阪紅9号 岬町役場 25 23 2

大阪紅12号 地下鉄大阪港駅前築港交差点 65 54 11

大阪紅15号 近鉄国分駅西側 47 37 10

大阪紅18号 交野市役所 60 54 6

大阪紅19号 近鉄布施駅北側バスロータリー 35 27 8

大阪紅21号 医療法人綿秀会阪和第二泉北病院 45 36 9

大阪紅22号 HEP　FIVE前 31 25 6



 

 

 今回、献血バスの採血席を 4 席→2 席に減らしていたにもかかわらず、これだけの好結果を出すことが出

来た。この意味は非常に大きい。 

 

 本事業の計画段階では、大阪赤十字血液センター側と「新型コロナウイルス下において最も重要なのは 1

日あたりの採血者数ではなく、『いかに安全・安心な献血環境を提供するか』にある。そのために事前予約

制とし、受け入れ人数も 32 人に絞る」ということで話を進めてきた。それは単発の好成績より、コロナ下

でも実施できる献血バス運用モデルを提示することが重要だと考えたからだった。実際のところ、献血バス

の 1 日あたりの運用実績は、約 40 人であり、各種イベントの相次ぐ中止で献血バスの派遣先もままならな

いという状況下では、たとえ最大 32 人であっても十分な成果だ、という認識だった。 

 

 GW を挟んでの調整となったため、事業の詳細が確定し、事前予約を開始したのが 5 月 9 日（土）だった

が、12 日（火）夕方には 32 人分の事前予約枠をすべて確定することが出来た。もともと 3 密対策徹底の観

点から、【バス前】受付・問診検査 20 分→【バス内】採血 20 分→【バックヤード】休憩 20 分という 60 分

1 サイクルという相当余裕を持ったスケジュールを組んでいた。しかし実際に始まってみると、一人当たり

の採血時間は 10 分前後とかなり高回転をしていたので、バス内 2 人は守りつつ、空き時間に当日受付の献

血協力者を受け入れることが出来た。スタッフの方々が本来とるべき昼休憩（12 時～13 時）を削り、一日

中対応して頂いたこともあり、事前予約とほぼ同数近い 28 名の当日受付を受け入れることが出来た。 

 

 この結果を受け、第 2 回では【バス前】受付・問診検査 15 分→【バス内】採血 15 分→【バックヤー

ド】休憩 15 分という 45 分 1 サイクルで事前予約枠を設定しつつ、1 時間当たり 2 名ずつを目途に当日受付

枠も設定する。当日枠の数はあくまで目安ということになるが、昼休憩 1 時間を挟んだとしても、1 日 42

名が受け入れ可能となる。第 1 回実績よりは少ない人数ではあるが、コロナ下で通常時の平均運用実績と同

等の結果が出せるのであれば十分なスケジュールだと考えている。まずは事前予約を徹底して進め、前日ま



でに予約枠を確定させることが重要になる。そしてここからどれだけ積上げられるかは、当日の動き次第と

なる。 

 

 事前予約による人数調整は初めての試みだったため、どういう結果になるか不安もあった。しかし前日ま

での予約確定をしっかり行ったことで、採血席を半分にしているにも関わらず、十分な結果を出すことが出

来た。 

 

 今回の献血事業の実施によって、次の 2 点を示すことが出来た。 

A) 事前予約制による人数調整は、一日中一定して人を集めることが出来るため、新型コロナウイルス下

の 3 密回避に非常に効果的である 

B) ①は今だけでなく、新型コロナウイルス終息後の献血事業においても非常に有用である。 

 

 以上のことから、今回試用した献血バス運用モデル（交野 JC モデル（仮））は、献血バス事業の献血収集

効率を高め、献血不足解消に資することが出来るロールモデルになりうる、と結論できる。 

 

 

2. 交野 JC モデル（仮）の特徴 

 

 今回の献血バス運用モデル＝交野 JC モデル（仮）の特徴は次の 3 つに纏められる。 

 

 新型コロナウイルス対策のための 3 密回避を徹底する。 

① 事前予約制による人数調整を行い、3 密を避ける 

② 献血バス内の採血席を 4 席→2 席稼働とし、3 密を避ける 

③ その他の衛生管理は赤十字血液センターの指針に従う 

 

 正直言って、3 つとも取り立てて難しいことをしているわけではない。しいて言えば①の事前予約システ

ムだが、今回は無料で使えるウェブ予約システム「RESERVE（https://reserva.be/katanojc）」を利用して

おり、設定もそれほど難しくはない。事業予算もほとんどかからないため、同じ事業は誰でもすぐに実施で

きるはずである。 

 

 

3. 成功要因 

 

 本事業の第 1 回目が成功した要因は非常に単純で、「事前予約を徹底した」という 1 点に尽きる。 

 

 献血ルームでの献血には日本赤十字社提供の予約システムがあるが、献血バスには現状存在しない。 

 献血バスによる献血事業は、市街地やイベントといった「人が多く集まっている場所」にバスを配置する

ことで成り立っている。しかしこのやり方は、今回の新型コロナウイルス下のように、活動自粛で人通りが

激減したり、イベントが中止になったりすると途端に成り立たなくなってしまう。また献血バス自体が混雑

していることが多いので、立ち寄ってすぐに献血する、というわけにいかないことが多く、機会損失がかな

https://reserva.be/katanojc


り多かったのではないかと考えられる。もともとの人通りが多ければその欠点は隠されてしまうのだが、今

のような状況ではその効率の悪さが露呈し、市街地であっても十分な献血協力が得られなくなってしまう。 

 だからこそ、事前予約を徹底し、人数調整を行うことで、「混んでいるからやめておこう」「ここでやって

るのを知ってたら時間調整してきたのに」といった機会損失を大きく減らすことが出来、結果として好成績

につながる。 

 

 また今回の献血では、一人当たりの献血所要時間が比較的短かったことも成功要因の一つに上げられる。

もちろん採血前の受付・検診で若干の待ち時間が発生したものの、一般的な献血バス事業に比べればかなり

待ち時間が短かった。これは献血所要時間が 1 時間以上かかった人が、我々（交野）の献血では受付 60 人

中 1 人だけだったのに対し、5/10（日）に市街地で行われた献血バス事業では受付 63 人中 10 名だったと

いう資料から明らかである。事前予約制による人数調整の効果が明確に出たと言える。 

 

 さらに事前予約制にすると、当然であるが事前にしっかりと PR（告知）をしなければならないという意

識が強く働く。ここでおざなりな PR をするのではなく、ある程度余裕を持ったタイムスケジュールを組ん

で当日受付の枠も織り込みつつ、事前予約枠を前日までに完全に確定させることが何より大切である。不特

定多数の人から献血協力者を募るのではなく、特定少数の人にしっかりと PR し、事前予約に繋げて当日を

迎えることが出来れば、たとえ交野市のような小規模な自治体であっても十分な成果を上げることが出来

る。そしてこれは、今回の新型コロナウイルスが収束した後の献血事業においても有用だと考えられる。 

 

 今回は市役所前で実施したということもあり、事前に市長に協力を求め、市職員に勤務中の空き時間で献

血協力をして構わない旨、全職員に通達してもらった。実施場所によってはこのような手法も効果的であ

る。 

 

 繰り返しになるが、本事業実施に当たり、特別難しいことは何もしていない。事前予約のための PR 活動

を確実にやっただけである。逆に言うと、当日までの事前予約募集さえしっかりやっておけば、献血事業当

日は当日受付の人の対応を行うくらいで、意外と手間はかからず、少人数で十分に事業を回すことが出来

る。交野青年会議所のように、マンパワーの少ない団体にはうってつけの事業形態でもある。 

 

 

4. 反省点並びに今後の改善点 

 

 最後に、第 1 回目を行った上での反省点・改善点について、列挙しておく。 

 

① 献血のサイクルを 1 人 60 分で見積もったのは、いくら何でもやりすぎだった。空き時間に当日受付

の人たちを受け入れることが出来たが、思ったより空き時間が多くて対応が大変だった。次回は 45

分 1 サイクルで様子を見る。 

② 事前予約の PR 方法については、ブラッシュアップの必要あり。HP や SNS だけでは不十分。青年会

議所メンバーが友人知人に直接協力依頼するという形をとったが、回を重ねていくと辛くなるかもし

れない。ただ、30～40 人程度の動員であれば、全員で手分けすればこの原始的な方法でも対応でき

ないことはない。 
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③ 採血で人が混雑すると予想していたが、意外に問診検査で人が重なりがちだった。検査待ちの人が混

雑しないよう、バックヤードを広くとるとか、自車内で待機してもらう（順番が来たら連絡する）な

どの方法が必要。 

④ この先は気温が高くなるので、熱中症対策が必要。 

⑤ 報道各社にプレスリリースを送ったものの、当日取材がゼロだった。効果的な献血バス事業ための情

報発信という意味でも、次回は取材に来てもらえるよう働きかける。 

⑥ 今回は受付で骨髄バンク登録の資料を配布したが、次回以降は関西骨髄バンク推進協会の説明員にも

参加して頂き、献血バスで骨髄バンク登録までできる体制を整えたい。献血×骨髄バンク登録のよう

に、一つの事業・イベント内での協働を進めることが重要。 

⑦ 今後の展開として、日本赤十字社側で献血バスの予約システムを準備してもらえるよう働きかけてい

きたい。献血ルームと献血バスの予約情報を纏めて提供できれば献血へ参加しやすくなるだろうし、

タブレットで行う問診をウェブ上で済ませてしまえればよりスムーズに献血が出来る。また SNS と

連動させることが出来れば、今までにない効果的なキャンペーンを打つことも可能になるなど、可能

性は大きい。 

⑧ 第 2 回目は 6 月中旬、フレンドマート駐車場での開催を目指している。市役所で開催した第 1 回と

同じやり方では動員含め通用しない（例えば日中人の出入りが多い市役所と違い、一定の買い物時間

に人が殺到するなど）可能性があるため、十分な準備が必要。 


